
 

 

 

 

 

                       

 

J-BIM REPORT／西松建設株式会社 

IMで設計する案件を決定して運用に集中再

「正面入り口」 

 建設業にとって最も重要な生産拠点である施工現場でのBIM援用の現在地を探るべく西松建設の本社BIM

推進室を訪ねた。先進的なBIM施工支援システムとして評価を高めている福井コンピュータアーキテクトの

BIM施工支援システム「GLOOBE Construction」の導入と運用を契機として、西松建設ではBIM推進室を中

心に新たな胎動が起こっている。「BIMベンダーとのコラボレーション」「BIMによる人財発掘と育成」をキ

ーワードとして建設業のこれからを本社BIM推進室の方にお話しを伺った。 
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開発で街の様相も激変している虎ノ門地区

の虎ノ門ヒルズビジネスタワーを訪問 
 西松建設を最初に取材したのは、1980 年

代の後半に遡る。旧建築知識から刊行され

ていた「建築とコンピュータ」誌上に、西松

建設の某氏が BASIC言語で開発したポケッ

トコンピュータ上で解析する簡易な構造計

算プログラムを掲載するためであった。再

訪した本社は、急速に再開発が進み、街の様

相も激変している虎ノ門地区の虎ノ門ヒル

ズビジネスタワーにある。同地区に建って

いた旧本社の記憶を辿りながら、新設され

た東京メトロ日比谷線「虎ノ門ヒルズ駅」か

ら直結する虎ノ門ヒルズビジネスタワーに

足を踏み入れた。 

 虎ノ門ヒルズビジネスタワーは、大規模

オフィスと商業施設を擁する地上 36階建て

の超高層複合タワーだ。虎ノ門ヒルズビジ

ネスタワーが装備する先進的なインテリジ

ェント機能の一端を垣間見ることもできた。

取材に際して事前に送られてきた電子メー

ルには QR コードが添付されていた。入場

ゲートにスマホに保存した QR コードをか

ざすとゲートは開いた。受付など入場時の

人的チェックも省ける。退場時にも QR コ

ードをかざすとゲートは開き、退出可能と

なった。入退出のデータは、日常的に勤務す

る人員と外部からの訪問者とを合わせて、

セキュリティ管理は勿論のこと、空調、電気

など建物全体の挙動の基礎データとして活

用できるはずだ。設計施工段階で構築され

た BIMデータは、ファシリティマネージメ

ントに援用できる BIMデータへと引き継が

れ、竣工後の建物の挙動をサポートするの

は自明となりつつある。 

 1980 年代後半の「建築とコンピュータ」

事情から俯瞰すると、現在の BIM を取り巻

く状況は、想像を絶するほど進化している。

本稿では、国産の BIM 施工支援システムと

し て 注 目 を 集 め て い る 「 GLOOBE 

Construction」との関わりの中で西松建設の

BIM 推進室の活動を報告する。 

 

 

国土交通省の BIMモデル事業に採択された

BIM 運用事例にも参画 

 BIM 推進室が正式な機構として建築事業

本部の意匠設計部の中に誕生したのは 2018

年 4 月のことであった。それ以前は、各施

工現場ごとに、自主的にオートデスクの

「Revit」を始めとして、グラフィソフトの

「ArchiCAD」、福井コンピュータアーキ

テクトの「GLOOBE」など主要な BIMソ

フトを個別運用していた。一方で、設計施

工を標榜する総合建設業、ゼネコンとして

は、工程の上流に位置する設計部門から施

工に向けて統一的に BIM を運用するべき

だとの本意から、それら全社的な動きを統

括するべく、意匠設計部の中に BIM 推進

室を置くこととなった。BIM推進室の施工

BIM の責任者を務める岩崎課長も、同様に

中部支店が管轄する施工現場において BIM

を積極的に運用していたことから BIM 推

進室に着任するに至った。現在、西松建設

では、年間で約 30 案件において取り組み

レベルはさまざまであるが BIMが稼働し

ている。設計での BIM モデル構築を行っ

たり、見える化による広範囲な合意形成に

用いたり、施工現場でコンクリートなどの

数量を拾ったりと、運用形態は個別、多様

であるが、全社的には、3 次元データ運用

のマインドと共に BIM は必須との機運は

高まっている。 

 BIM に象徴されるデジタル化に向けては、

施主の側が BIM採用に積極的であるなど現

状を切り開く動きも顕著となっている。関

連事例は、2022 年 12 月 13 日から 25 日ま

国土交通省のBIMモデル事業に採択されたBIM運用事例にも参画 

「岩手県の現場写真（この現場で
GLOOBEConstructからICT建機連携を実施）」 
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でハイブリット形式で開催の日建連「施工

BIM のインパクト-生産性向上から DX へ」

において 11 月 30 日に収録されたプログラ

ムで広く公開された。講演の標題は「プロジ

ェクトにおける発注者視点での BIMとライ

フサイクルコンサルティングへの思い～(仮

称)プレファス吉祥寺大通り」であり、そこ

には施主である荒井商店、ライフサイクル

コンサルティング業者としての日建設計の

当事者と共に、施工者として岩崎氏も登壇

している。 

 本事例は、国土交通省の BIMモデル事業

に採択されたもので、講演に際しては主に

ライフサイクルコンサルティング業務が分

析され、その実情が発表された。ライフサイ

クルコンサルティング業者としては日建設

計が採択され、西松建設が施工を担当して

いる。具体的には、発注者がライフサイクル

コンサルティング業者を参画させ、

EIR(BIM発注者情報要件)、BEP(BIM 実行

計画書)、BIM Uses Definitions(BIM利用法)

を設計、施工者選定、施工のフェーズ

ごとに援用したプロセスが報告され

た。発注者自らが BIMの採用と運用に

積極的に関わったケースとして各方面

から注目を集めた事例となっている。 

国産 BIM として優位性を発揮する

「GLOOBE Construction」を徹底活用 

キーワード「BIM ベンダーとのコラボレー

ション」から福井コンピュータアーキテク

トとの協働活動を見てみよう。西松建設で

は、多くのゼネコン同様、オートデスク社の

BIM ソフト「Revit」中心に業務に援用して

いる。当該事例である岩手県の流通センタ

ーの施工現場でも「Revit」によって生産設

計モデルを構築していた。 

 次に俎上に上がったのが生産設計モデル

から土工計画へと援用できないかとの課題

であった。その際に着目したのが試験的に

導入していた「GLOOBE Construction」で

あった。ここでは「Revit」からネイティブデ

ータを精緻に出力できる点で「GLOOBE 

Construction」が優位性を発揮した。

BIM 推進室の黒川副課長を中心に手掛

けた「Revit」による生産設計モデルを正

確な掘削モデルへと援用する挑戦を福

井コンピュータアーキテクトと協働活

動しながら行った。結果、「Revit」と 

 

 

「GLOOBE Construction」の共存のメリッ

トが明らかとなりつつある。 

 「GLOOBE Construction」を援用する中

で、我が国固有の建設プロジェクトの進め

方に「GLOOBE Construction」がマッチし

ているとの認識をもった BIM 推進室では、

施工 BIM の援用範囲を仮設・足場モデルの

構築、4D による工程管理にまで拡張する計

画を立てている。 

BIM から掘削データを生成して Land XML

データによって ICT 建機へと援用 

測量機器や ICT 建機との連携について概説

する。「GLOOBE Construction」では、施

工モデルから座標データを CSV データや

※1：SIMA データとして出力、測量機器と

連携して杭芯出し、墨出しが可能となって

いる。最も注目できるのは、BIM の進展と

軌を一にするようにして建設機械メーカー

が ICT 建機による BIM との連携に進める

BIMから掘削データを生成してLand XMLデータによってICT建機へと援用 

「トリンブルビジネスセンター画像」 

「GLOOBE Constructionから掘削モデルを作成」 
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中で、福井コンピュータアーキテクトの側

でも、「GLOOBE Construction」から ICT

建機用に最適化された※2LandXML データ

の出力を実現したことである。   

「GLOOBE Construction」から出力した

Land XMLデータを ICT 建機側に入力する

と、ICT 建機はそれらのデータを掘削デー

タとして認識し、駆動する。これによって従

来、発生していた掘削に要する 3 次元デー

タの変換・修正に関わる手間を大幅に削減

することが可能となっている。 

※1:SIMA データ:座標、路線、区画データな

どを交換するための電子データの書式で、 

測量機器や CAD ソフト間で観測データの

受け渡しをする際などに用いられる。CSV

データと同様、表計算プログラムの Excel

で作成できる。 

※2:LandXMLデータ:  土⽊分野における

設計・測量データのオープンなデータ交換

フォーマット。 

「Revit」のネイティブデータを読み込み可

能な「GLOOBE Construction」の優位性 

 岩手県の流通センターの施工現場での

「GLOOBE Construction」の援用に関わる

福井コンピュータアーキテクトとの協働活

動について報告する。 

 「Revit」のネイティブデータを「GLOOBE 

Construction」で読み込み、土工計画に援用

する際に、当初、連携面で課題が発生した。

福井コンピュータアーキテクト側で調査す

ると、BIM ソフト「Revit」でのレイヤー設

定に問題があると判明、一方で、レイヤー設

定を変更すると、数量算出に支障が出たた

め、IFCデータで検証を行うことで連携が可

能なのを確認している。異なる BIM ソフト

間の深部に関わる問題であるため両社間で

の試行錯誤が続いている。 

 「GLOOBE Construction」から出力した

Land XMLデータを ICT 建機に連携する手

法についてみてみよう。「Revit」の生産設計

モデルを IFC出力してBIM建築施工システ

ム「GLOOBE Construction」に移行、掘削

モデルを作成して Land XML データとして

出力した。使用した ICT 建機は、コベルコ

建機の「ホルナビ 3DMC SK200」である。

地理空間総合オフィスソフトウェア

「Trimble Business Center(TBC)」を用いて

Land XML データをチェックしている。 

なお、作成した Land XML データを、

「Trimble Business Center(TBC)」でチェ

ックをした際にデータに欠落エラーが発生

したが、「GLOOBE Construction」のデ

ータを福井コンピュータアーキテクトへ送

信し、データ修正を行っている。詳細に

は、初めの工区では、福井コンピュータア 

 

 

ーキテクト側でデータ修正を行い、掘削モ

デルとして使用したが、次の工区からは、 

福井コンピュータアーキテクトからデータ

不具合の修正方法のアドバイスを受けて、

西松建設で掘削モデルとして使用してい

る。その後、ICT 建機の位置情報と 3 次元

データを照合比較して ICT 建機のオペレー

ターがモニターを確認しながら半自動で掘

削作業を行った。 

 「GLOOBE Construction」と「Revit」

との連携時に発生する課題もより明確とな

った。「GLOOBE Construction」が規定

している GL 基準は、BIM ソフト

「Revit」では FL基準と規定されている。

そのため ICT 建機用の掘削データを生成す

る際には、「GLOOBE Construction」側

で作成した GL 基準の BIM データと

「Revit」から書き出した FL 基準の 2 次元

データ(根伐り図)を合成する作業が必要と

なる。このように両 BIM ソフトでは基準

「Revit」のネイティブデータを読み込み可能な「GLOOBE Construction」の優位性 

「GLOOBE ConstructionからLand XML 
出力した際のエラー例。両社で協議を行い、
改善策を見出した。」 

「出力したデータで面の欠損が発生」 
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となるレベルが異なるためヒューマンエラ

ーが懸念されるので、掘削データの作成時

に、FL 基準でも掘削データが作成できる

よう解決策の模索を続けている。 

 これらの協働活動にみられるように、ユ

ーザーである西松建設の改善要望などは、

BIM ベンダーとしての福井コンピュータア

ーキテクトの開発セクションにまで直結し

て届けられる。「GLOOBE Construction」

からの Land XML データ出力を可能とし、

他社 BIMソフトとの連携課題にも速やかに

対応するなど「GLOOBE Construction」が

国産であるとの優位性が際立っている。 

BIM 推進室がもつ人財発掘と育成のための

拠点としてのポテンシャル 

キーワード「BIM による人財発掘と育成」

から BIM推進室の次なる可能性を検証する。

BIM 推進室を実務面で運営している黒川氏

が BIM 推進室に着任したのは 2022 年の春

であった。それ以前は四国支店に勤務して

おり、施工現場において現業を遂行しなが

ら BIM導入にチャレンジしていた。一方で、

日々の現業が最優先される施工現場におい

ては、BIM 導入というチャレンジを同時並

行的に行うのには多くの困難が伴っていた

し、地方において新たなチャレンジを続け

るのにも限界を感じていた。 

 そのような現状の中で、建築事業本部の

意匠設計部の中に BIM推進室が誕生したの

を知った黒川氏は、自ら手を挙げて、BIM 推

進室への参加を申し出ている。BIM に象徴

されるデジタルツールが浸透すれば、建設

業のあり方の変革を通じて、社会課題の解

決に貢献するべく企業としての DX 戦略に

も貢献できると考えたからだ。そのために

は単なる BIMの普及だけに留まることなく、

BIM が現業の生産性向上などにも寄与する

と、多くの人々にメリットを理解してもら

いたいとの強い思いで BIM推進室入りを希

望した。 

 著名な大学の建築学部を卒業した有意の

学生が建設業界ではなく、外資系のコンサ

ルや GAFA に職を得ているケースに遭遇し

たことがある。建築こそが BIMに象徴され

るデジタルとリアルを統合、デジタル・ツイ

ンの実現によって多くの社会課題を解決で

きる最もユニークな産業だと業界をあげて

喧伝する必要もある。西松建設ではホーム

ページにおいて、求める人物像として、「現

場力」に共感できる人財と掲げている。前述

した日建連での講演事例にあるように、

BIM 推進室の先進的な活動状況が社内外に

伝播していく中で、黒川氏に象徴されるよ

うな、次代を切り開く人財の発掘も続くだ

ろう。高野氏が BIM推進室に参加したのは

2021 年 8 月のことだ。文系の出身で、建築

の専門知識に留まらず、BIM を含めて全て

が初めての経験だった。BIM 推進室での 1

年余の実務経験を経て、便利な BIM だから

こそ、積極的に使うべきだとの思いを強く

している。高野氏は BIM 推進室を支える貴

重な戦力となった。 

 コロナ禍は好むと好まざるとに関わらず、

さまざまな産業分野でテレワークを広めた。

BIM ソフトもネットワーク対応を進める中

で、分散運用も可能となった。妊娠、出産を

経て一時的に離職した女性が自宅で BIMモ

デル構築や変更作業などを行う事例も出現

するなど、BIM ソフトは女性の活躍の範囲

を拡げる可能性を秘めている。BIM 推進室

は BIMを運用する新たな職能を育成し、女

性の活躍の場を提供するポテンシャルもも

っている。 

 

【Profile】                

■社名／西松建設株式会社  
■代表者／ 髙瀨 伸利 
■所在地／ 東京都 
■創業／1874 年（明治 7 年） 
■設立／1937年 9 月 
■事業内容／ 建設事業・開発事業・不動産
事業 ほか 
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